
中野区教育委員会会議録

令和２年第３２回定例会

令和２年１１月２０日

中野区教育委員会



－1－

令和２年第３２回中野区教育委員会定例会

○日時

令和２年１１月２０日（金曜日）

開会 午前１０時００分

閉会 午前１１時１２分

○場所

中野区役所５階 教育委員会室

○出席委員

教育委員会教育長 入野 貴美子

教育委員会委員 田中 英一

教育委員会委員 渡邉 仁

○欠席委員

教育委員会委員 小林 福太郎

教育委員会委員 伊藤 亜矢子

○出席職員

教育委員会事務局次長 戸辺 眞

参事（子ども家庭支援担当） 小田 史子

子ども・教育政策課長、学校再編・地域連携担当課長

永田 純一

指導室長 宮崎 宏明

学校教育課長 板垣 淑子

○書記

教育委員会係長 金田 英司

教育委員会係 香月 俊介

○会議録署名委員

教育委員会教育長 入野 貴美子

教育委員会委員 田中 英一

○傍聴者数

１１人
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○議事日程

１ 議決事件

（１）第４９号議案 中野区立小中学校再編計画（第２次）の改定について

２ 協議事項

（１）教育長の臨時代理による事務処理の指示について（指導室）

３ 報告事項

（１）教育長及び委員活動報告

① １１月１３日 中野中学校訪問

② １１月１３日 「学校教育向上事業」研究指定校研究発表会（桃園第二小

学校）

（２）事務局報告

①第四中学校・第八中学校統合委員会の検討状況について（子ども・教育政策課）

②中野区立小中学校再編計画（第２次）改定案に係るパブリック・コメント手続

の実施結果について（子ども・教育政策課）

③中野東図書館施設・運営の概要について（子ども・教育政策課）

④（仮称）中野区いじめ防止等対策推進条例案に盛り込むべき主な事項について

（指導室）

⑤修学旅行の代替事業の追加実施について（学校教育課）
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○議事経過

午前 10 時 00 分開会

入野教育長

おはようございます。

定足数に達しましたので教育委員会第 32 回定例会を開会いたします。

それでは、議事に入ります。

本日の会議録署名委員は田中委員にお願いをいたします。

本日の議事はお手元に配付の議事日程のとおりでございます。

それでは日程に入ります。

ここでお諮りをいたします。

本日の報告事項２番目は、議決事件の審査と関連した内容となりますので、日程の順序

を変更し、議決事件の前に報告を行い、引き続き議決事件を審査することでご異議ござい

ませんでしょうか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

入野教育長

ご異議ございませんので、日程の順序を変更し、報告事項２番目「中野区立小中学校再

編計画（第２次）改定案に係るパブリック・コメント手続の実施結果について」の報告を

行い、その後に議決事件１番目、第 49 号議案「中野区立小中学校再編計画（第２次）の改

訂について」を審査することを決定いたします。

＜事務局報告＞

入野教育長

最初に、事務局報告の２番目「中野区立小中学校再編計画（第２次）改定案に係るパブ

リック・コメント手続の実施結果について」の報告をお願いします。

学校再編・地域連携担当課長

それでは、「中野区立小中学校再編計画（第２次）改定案に係るパブリック・コメント

手続の実施結果につきまして、お手元の資料によりましてご報告をさせていただきます。

このことにつきましては、６月５日の教育委員会定例会におきまして、鷺宮小学校及び西

中野小学校の統合時期の取扱いにつきましてご協議をいただきまして、統合時期を令和５

年度から令和６年度に変更するということをご確認いただきまして、その後、８月５日と

８日に区民意見交換会を実施し、そして、このたび 10 月 20 日から 11 月９日までパブリッ
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ク・コメント手続を実施いたしましたので、その結果につきましてご報告をさせていただ

くものでございます。電子メールで１件、郵送で１件ご意見をいただいてございます。そ

の内容についてでございます。

一つ目が、教員が大変忙しくなっているということで、生徒とよく話し、理解するとい

うことが必要であり、また、いじめや自殺が増えないように、そうしたよい方法を考えて

ほしいというご意見でございます。

区の考え方といたしましては、教員が児童・生徒と向き合う時間を十分に確保し、学校

教育の質の向上を図るため、「中野区立学校における働き方改革推進プラン」を策定し、

教員の負担軽減などに取り組んでいるところでございます。

二つ目のご意見でございます。この学校再編計画の検討に当たりまして、適正規模、適

正配置の審議会の答申が生かされることなく小中学校の小規模校の解消、中規模校化への

統合再編が進められ、またそのことについての検証が十分されていない。また、鷺宮小学

校は立地条件の良さもあるではないか、そういったご意見でございます。

これにつきましては、その審議会の答申を受け、教育委員会事務局内で検討を行い、小

中学校の望ましい規模について検討を行いました。また、第２次再編計画策定時に、前期

再編計画の検証を行い、また、その検証を踏まえて施設整備計画の検討、通学区域の変更、

通学区域の変更の一部見直しなどを実施してきたところでございます。

鷺宮小学校と西中野小学校の統合につきましては、適正規模を確保するため、通学区域

のほぼ中央に位置する第八中学校の位置で統合を行うという考えだということでございま

す。

パブリック・コメントの結果につきましては、以上でございます。

入野教育長

ただいまの報告につきまして、ご質問等のご発言がありましたら、お願いいたします。

田中委員

報告ありがとうございました。二つの貴重なご意見ということでしっかり受け止めたい

と思います。

意見が二つだけだったということですけれども、こういった時期だったということも関

係しているのかもしれませんけど、このパブリック・コメント手続を皆さんに知らせる、

こういったパブリック・コメントを求めているということは今までどおり行われたので

しょうか。そこの部分を確認させてください。
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学校再編・地域連携担当課長

今回の学校再編計画の改定の内容が、鷺宮小学校と西中野小学校の統合時期を令和５年

度から令和６年度に変更するという内容でございます。このことにつきましては、両方の

小学校の保護者の皆さんには既に周知をさせていただき、また、８月に地域の方々も含め

まして意見交換会を実施してございます。そうしたところでも参加してこられた方の数は

多くなかったということでございまして、このたびのパブリック・コメントについてもそ

うした意味で、特に統合時期を変更したことについて直接ご意見もいただいてはいないと

いうことで、そのことについては一定程度ご理解をいただいているのではないかと受け止

めているところでございます。

入野教育長

よろしいでしょうか。

それでは、本報告は終了します。

＜議決事件＞

入野教育長

引き続き、議決事件の審査を行います。

議決事件の１番目、第 49 号議案「中野区立小中学校再編計画（第２次）の改定について」

を上程いたします。

初めに、事務局から提案の説明をお願いします。

学校再編・地域連携担当課長

それでは、第 49 号議案「中野区立小中学校再編計画（第２次）の改定について」につき

まして、ご説明申し上げます。

提案理由といたしましては、鷺宮小学校、西中野小学校の統合時期を変更することにつ

いて、中野区立小中学校再編計画（第２次）を改定する必要があるというものでございま

す。

改定する内容につきましてでございます。

新旧対照表が資料としてございますので、そちらのほうをご覧いただければと思います。

改定の内容につきましては、統合の時期を令和５年度から令和６年度とするというもの

でございます。これに伴いまして、計画中３カ所につきましての記述を改めるものでござ

います。

まず一つ目が、33 ページでございます。
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改築工事が完了する「平成 35 年」となってございます。これは令和５年度でございます

が、ここにつきまして令和６年３月末に閉校すると改めさせていただきます。

２点目といたしまして、34 ページ、平成 35 年４月以降となってございましたものを令

和６年４月以降と改めさせていただきます。

それから、別紙資料１としまして、「統合と通学区域変更のスケジュール」という一覧

表がございます。その中で、鷺宮小学校、西中野小学校の統合の時期につきまして、平成

35 年度という表記になってございますが、ここにつきましても令和６年度に統合（第八中

学校の位置）と改めさせていただくものでございます。また併せまして、元号の表記、西

暦の表記等につきましても今回整理をした上で改めさせていただくものでございます。

また、別紙資料といたしまして、その変更箇所の抜粋をさせていただいた資料を添付し

てございます。後ほどご確認、お読み取りをいただければと思います。

ご説明は以上でございます。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

入野教育長

ただいま上程中の議案につきまして、質疑がございましたら、お願いいたします。

よろしいでしょうか。

質疑はございませんので、質疑を終結いたします。

それでは、簡易採決の方法により採決を行いたいと思います。

ただいま上程中の第 49 号議案を原案のとおり決定することにご異議ございませんで

しょうか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

入野教育長

ご異議ございませんので原案のとおり決定いたしました。

＜協議事項＞

入野教育長

続いて、協議事項に入ります。

協議事項１番目の「教育長の臨時代理による事務処理の指示について」を協議いたしま

す。初めに事務局から説明をお願いいたします。

指導室長

「教育長の臨時代理による事務処理の指示について」補足説明をさせていただきます。

指示する内容につきましては、幼稚園教育職員と小中学校教育職員の給与に関わる二つ
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の条例の一部改正手続について、中野区教育委員会の権限に属する事務の臨時代理に関す

る規則第２条第１項第２号の規定に基づき、教育長の理事代理による事務処理を指示する

ものでございます。

なお、ここで申し上げる小中学校教育職員とは、いわゆる任期付短時間勤務教員のこと

でございます。

別紙の指示する理由をご覧ください。

先月、特別区人事委員会より、幼稚園と小中学校の教員の特別給を年間 0.05 月分引き下

げる改定が勧告されました。今回、月例給は対象とならず、今後そちらは別途勧告される

予定でございます。

一般的な議案等につきましては、教育委員会にてご協議いただき手続を進めてまいりま

すが、本件につきましては手続を進めるためには職員団体との交渉及び妥結が必要です。

その交渉状況でございますが、昨日深夜妥結し、今、まさにその結果が通知されたところ

でございます。

こうした理由から事前の見通しが立たず、本日の教育委員会への正式な改正案の提出が

間に合わなかったこと、12 月の賞与に間に合わせるため、今後速やかに条例の改正手続を

行わなければならないことなど時間的な余裕がないことから、その事務処理について教育

長が臨時に代理することを教育委員会としてあらかじめ指示していただくことをお願いす

るものでございます。

今後の予定といたしましては、11 月下旬に区議会第４回定例会に条例案を提案し、議決

後、12 月４日の教育委員会定例会にて教育長の臨時代理による事務処理の実施の報告をさ

せていただく予定でございます。

ご報告は以上です。

入野教育長

それでは、ただいまの説明につきまして、質問等ご発言がありましたら、お願いをいた

します。

田中委員

臨時代理の事務処理についてはよろしいと思いますけれども、一つ教えていただきたい

のですけど、特別区の人事委員会の勧告なのでご存じかどうかわからないのですけれども、

この支給月数を引き下げるというところが少し気になるのですけれども、何かその背景が

もしわかるようでしたら、教えていただければと思います。
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指導室長

端的に申し上げまして、民間との格差を是正するということでございます。

入野教育長

ほかにございますでしょうか。よろしいでしょうか。

その他ご意見がございませんので、本件に関する協議を終了し、事務局は教育長の臨時

代理による事務処理を進めていただければと思います。

＜教育長及び委員活動報告＞

入野教育長

それでは、報告事項に入ります。

まず、教育長及び委員活動報告をいたします。事務局から報告をお願いいたします。

子ども・教育政策課長

11 月 13 日金曜日、中野中学校におきまして地域での教育委員会、授業の視察を実施い

たしました。入野教育長、渡邉委員、田中委員、小林委員、伊藤委員がご出席されており

ます。

同じく 11 月 13 日金曜日の午後、「学校教育向上事業」研究指定校研究発表会が桃園第

二小学校で開催されまして、入野教育長と田中委員がご出席されました。

活動報告は以上でございます。

入野教育長

各委員から活動報告がございましたら、よろしくお願いをいたします。

田中委員

この中野中学校の訪問に参加してきました。この訪問に先立って地域での教育委員会が

開かれて、そこでのテーマがＩＣＴ教育に関することでしたので、この訪問においても学

校でのＩＣＴの活用についてを中心にいろいろ見学させていただきました。

今までいろいろなところで視察を行ったのですけれども、先生方もいろいろ苦労をして

どうやったら生徒のためにいい活用ができるのか模索されていたような気がしますけれど

も、ここ１年、新型コロナウイルスのこういった状況も踏まえて、先生方のその気持ちが

さらに高まっていろいろ工夫されて取り組んでいらっしゃるということをすごく心強く思

いました。

あともう１点、中野中学校は開校８年目で、中学校の統合では新校舎での初めての統合

の学校ですけれども、すばらしい校舎で生徒たちがとても大事に校舎を使っていらっしゃ
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るという校長先生のお話がありました。こういったすごくすばらしい施設を見ると、既存

の中学校がなかなか比べると古いというのでしょうか、部分も感じますので、また、そう

いった既存の施設を使っているところについても教育委員会として様々な支援をしていく

必要があるのかなというところを感じました。

それからもう一つ、桃園第二小学校での学校教育向上事業の発表会に入野教育長とご一

緒させていただいて参加してきました。

テーマが、「わかった・できたを感じることができる教育的支援の工夫」ということで

すけれども、教育にいかにユニバーサルデザインを取り入れるかというのが大きなテーマ

で、私自身も教育におけるユニバーサルデザインがどうなのかなというのをよく理解して

いなかったところもありますけれども、校長先生のお話では、ユニバーサルデザインとい

うのは調整とか特別な設計を必要とすることなく、最大限可能な範囲で全ての人が使用で

きるサービスの設計を言うということで、これを教育に置き換えてみると、特別なことで

はなくて学級に存在する全ての児童が使用することができる教材とか環境とか計画指導、

そういったものを目指して今回、２年間取り組んだということを話されていました。

具体的に言うと、例えば、いろいろな視認性をよくするために白板の周りの掲示物をな

るべく取り払って授業に集中できるような環境をつくったりとか、それから、習っている

ところが全体の単元の中でどういう位置に位置しているかというのを必ずわかるようにし

たり、様々な具体的な工夫もなされて、私自身も大変勉強になりました。

その背景には、この研究を取り組んだときに、個別の指導計画をつくっている生徒が

16％の 52 名いて、その子たちにわかりやすい授業をするというところが出発点だったと。

それによって全ての子どもたちに、ここに書いてあるように「わかった・できた」という

ことを感じてもらえるように２年間成果が上がったのではないかとおっしゃっていました。

これから各学校でもこれを成果にぜひ取り入れていただきたいなと思いました。

もう１点は、こういった時期でしたけれども、校長先生はじめ皆さんが苦労して、教室

に入るのは 10 名だけと。そのかわりほかの人たちは別の教室で同時中継の画像を見て研究

会をしたりして、いろいろ苦労されていました。でも、やはりこういった研究会は、現場

で研究をされた先生方が教える場面を間近に見るというのはすごく大事なことだと思った

ので、本当にご苦労なことだったなと感じました。

以上です。

渡邉委員
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まずは 13 日の金曜日ですけれども、中野中学校の訪問に私も参加させていただきました。

まず中野中学校、今回は地域での教育委員会ということで傍聴として来られた方もいらっ

しゃったかと思います。まず校舎に入ると、やはりまだ新しいのできれいだなという最初

の印象はあったのですけれども、ただ、皆様もプールのところから入ったと思うのですけ

れども、入ると、壁はただ白で色を使っていない。そして、学校の領域に入ると、色が使っ

てあって床の色が変わって、そうすると、すごく温かみとか楽しさとか、そういったもの

が感じられるようになる。だから、建物というのはただ白く塗っているよりはそうやって

色を使って、階によって色を変えたりとかして、床なども木目調のような形にすることに

よって、やはり気持ちが落ち着くとか、楽しくなるとか、そういうふうになるのだなと思っ

て、ぜひそういうものもうまくこれからつくる学校には積極的に取り入れていってもらい

たいなと思いました。

あと、中野中学校のときに私はあまり関わりがなかったので、あまりご意見を出せなかっ

たのですけれども、一足制になっていない状態です。今、帝京平成大学などでは、階段の

真正面に降りてくると結構広いホールで、階段も広く、階段を使ってそこでみんなが座っ

て、そこで何かコンサートや出し物とかをやっているのですけれども、今の中野中学校も

玄関からそのまま真正面にちょっと広めの階段があるのですけれども、そこに並べている

のは全部下駄箱なのですね。そういうのもやはり今の時代としたらこれがホールになれば

いろいろなことができるなとか、やはり一足制に「どうして」というご意見もいただいた

けれども、狭い東京などではいかにものを有効に使っていくかということを工夫をすると

いいなと。

今回の美鳩小学校の一足制などを見ると、すごくスムーズに入ってくるし、やはりこれ

からの時代はそうなのだなというのを感じました。また、ホワイトボードに関しても、黒

板でなければとか、チョークだとかという話もあったのですけれども、ホワイトボードの

授業を見ていると、例えば、色を使うと、チョークよりは赤、青だとか、そういう色がか

なり鮮明に見える。やはり時代として黒板がなくなってホワイトボードが多く使われるよ

うになっているのは、恐らくそういうものなのだろうなと。

また、学校で大型のモニターになるのですけれども、70 インチ近いものだという話です

けれども、それに映し出して行う授業が進んでいると。そうすると、今後はまた違うもの

をつくらなければいけないのかなという、その時代とともに変化していくものに、学校と

しても遅れないように頑張っていかないといけないなと思いました。
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もう一つ、皆さん傍聴に来ていただいた方はわかると思うのですけれども、図書館など

は本当にすばらしいのではないかなと。図書館の前を通って皆さん移動されたと思うので

すけれども、ついつい中に入りたくなるようなそんな図書館をつくっていただいて、本も

並べていただいて、ああいうことで読書に対する興味などが湧くのだと。やはり、箱とい

うか、ハードだけでも多くの気持ちが変わるので、ああいった図書館を今後も実現できれ

ばいいなと考えました。

あとは、地域での教育委員会のテーマ、ＩＣＴを使った授業、これに関しては、いろい

ろと皆さん工夫されているなと。始まったばかりで今後、どんどんみんなでやっていかな

くてはいけない。その中でも大切なのは、一人一人のスキルを上げていかなければいけな

いし、私は苦手だからできないという形ではもう済まない時代になってきたので、そうい

う意味ではどんどんみんなで力を合わせてスキルアップしてよりよい形にしていかざるを

得ないなと思いました。

やはりそういう意味では、各学校で一生懸命取り組んでくれていますし、今回、小学校、

中学校のお話を伺いましたけれども、それぞれの中で校長先生も正直に申し上げていまし

た。学校間の中で少し差が出てきてしまっていると。そこで私たちもコメントとしては、

その差を早く縮めてくださいねというお願いをして、今後頑張っていきますというコメン

トをいただいたかと思います。

あと、授業視察ですね。生徒たちは非常に落ち着いて、授業にもしっかり取り組まれて

いたと。何ら申し分がない、逆に言うと少し申し分がなさすぎて面白くないかなと思うぐ

らい皆さん本当に落ち着いた学校生活を送られていますし、学校自身もとてもきれいに校

舎も使っていただいていますし、本当にすばらしい生徒さんたちだなと感じました。

掲示とかその他等もすごくきれいにまとめられているのではないかなと。

あと、今回新型コロナウイルス感染対策にどの程度取り組まれているかということも見

てまいりました。随所、随所に消毒液も置かれていますし、手洗いを励行するようにポス

ター等も貼られていました。そういったことから学校でもしっかり取組がされていて、少

し安心感もありました。こんな時期ですけれども、それぞれの学校の努力を少しずつでも

私たち教育委員会としては見に行くことが大切なのかなと感じました。

あと、この中野中学校訪問以外に、今回、私は新型コロナウイルス感染症に関する講演

とインフルエンザ流行期における新型コロナウイルスの対策という講演を２回聴きに参り

ました。一つの講演はウェブ講演でして、もう一つはハイブリッドという形で、会場とウェ
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ブと両方でやっていたのですけれども、これがＩＣＴの授業に近いのかなと思ったのです

けど。内容的には、やはり多くの専門家たちはまとめると、やはり危機感を持っていると

いうことです。このままでは済まないのではないかというそういった危機感を持っていま

す。ですから、感染を防御するために、その治療がどうのという以前に、やはり感染を広

げない、そしてみんなの健康をいかに守っていくかということを考えていかないと、治療

薬ができるのも先だし、予防接種に関しても過度に期待しても意味はないだろうというの

が専門家の意見でしたので、そういったことから考えると、学校の現場というのは大切な

お子さんを預かっていますので、より中野区として私はそういった感染対策、その他等に

対しては、他区がどうこうというのではなくて、私たちが先を示してしっかりやっていき

たいなと感じました。

やはりこれからの学校活動においても、さらに強化するものについてはしっかり強化し

て、それで感染対策、安全、健康を守ることが最優先事項として今後やっていかないとい

けないのかなということを改めてお二方の専門家のお話を伺って感じたところですので、

ご協力していただきたいと思います。

以上です。

入野教育長

私のほうから桃園第二小学校の研究発表については、教育委員会を代表してご挨拶をさ

せていただきました。２年間といいましても、今年はこの新型コロナウイルスの状況でし

たが、その中でも研究を着実に進めていただいていて、子どもたちを中心に置いた子ども

たちのための実践研究だったかなと思っております。

当日は田中委員からもお話がありましたように、今までの研究発表とは違うやり方で、

様々配慮をしていただいた中でやっていただきました。研究自体は特別に配慮を要する子

に対する、その子たちのニーズを把握して、そのニーズを踏まえた支援を行うにはという

ところで始まったようですけれども、全ての子どもたちにとっての授業の在り方、みんな

がわかる、できると言える授業の在り方に結局はなっていったのかなと思いますし、そこ

を目指すことになった気がしております。

小学校はもう全校に既に配置されております特別支援教室、拠点校から担当の教員が巡

回指導をしてきているという形のところなのですけれども、当日はその巡回指導員の教員

が、特別に取り出してその教室で授業をその子のためにするというのではなくて、通常の

授業の中で一緒にその子に対する支援を行っているということで、まさに子どもたちはそ
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ういう指導を受けながらも、通常の学級の中で自分の良さを発揮できていくのが究極の目

標なのだなというところを見せてもらった授業だったかなと思っております。

これからも他校がこれを引き継いで、さらにレベルアップしていってくれることをお祈

りしてご挨拶をしてまいりました。

そして、渡邉委員からもお話があった美鳩小学校の校庭ができ上がりましたので、私も

18 日に視察に参りました。子どもたちの遊びや運動の仕方が明らかに変わったということ

で、子どもたちのけがもほとんどないということと同時に、寝転がって芝生の上でお話を

休み時間にしている様子ですとか、そういう子どもの様子も大分違って、先生方や子ども

たちには好評であるというお話がありました。

校舎の中も見せていただいたのですけれども、子どもたちが生活する前も見ているので

すけど、やはり子どもたちが生活し始めていくと生きて活用できているというのでしょう

か、そういうところを様々見ることができ、聞くことができました。

今までの学校にはなかった様々なスペースが、少し閉じこもれるスペースとか少人数で

集まれるスペースとかがございますので、そういうスペースも喜ばれて活用されているな

と思いました。

ただ、やはりいろいろ使ってみると課題もあるといいますか、ここはこうしたいという

ご意見もあるようですので、それもお聞きしてきましたので、今後の学校づくりに生かし

てまいれればなと思っております。ありがとうございました。

その他、発言がございませんでしたら、委員活動報告を終了いたします。

＜事務局報告＞

入野教育長

次に事務局報告に移ります。

事務局報告の１番目「第四中学校・第八中学校統合委員会の検討状況について」の報告

をお願いいたします。

学校再編・地域連携担当課長

それでは、「第四中学校・第八中学校統合委員会の検討状況について」につきまして、

お手元の資料によりましてご報告をさせていただきます。

令和３年４月１日に開校を予定しております明和中学校の校章、校歌、校旗及び学校指

定品等につきまして、統合委員会におきまして取りまとめがされましたので、ご報告をさ

せていただくものでございます。
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まず一つ目の校章でございます。校章の説明のところに記載がございますが、広く図案

を募集いたしまして、その中から「微笑み」の花言葉があるツルハナナスの花をイメージ

してデザインをしたというものでございます。また、４本のラインは鷺宮、白鷺、若宮、

大和の４地域を表し、それぞれの地域が協力し合う様子を表現しています。花を照らす太

陽の光には、学校・家庭・地域からの温かな眼差しに包まれながら、生徒たちが明るく健

やかに成長し、希望に満ちあふれた未来へ高く飛躍していってほしいという思いを込めま

したというものでございます。

また、校歌につきましては、作詞・作曲を尾崎亜美氏に依頼するということとなりまし

て、先日、ご本人と打ち合わせをさせていただきまして、ご依頼をさせていただきました。

３点目の校旗につきましては、校章と校名を入れることといたしまして、色などにつき

ましては第四中学校、第八中学校と教育委員会とで協議をして決めるということとなって

ございます。

次に、学校指定品、標準服でございます。統合委員会の中に「標準服検討部会」を設置

いたしまして、業者からのデザインの提案を受けまして、生徒のアンケートなどを実施い

たしまして、プレゼンテーションを行い、協議を行い決定いたしました。濃紺を基調とし

た男女兼用ブレザーとチェック柄のスラックスとスカートということでございます。自宅

で洗濯できて一晩で乾くといった素材であったり、スラックス、スカートにつきましても

冬と夏の兼用ということでありますが、夏は涼しくて冬は暖かいといった新素材を使用し

ているものでございます。

体育着につきましては、第四中学校と第八中学校で協議をいたしまして、全開ジャケッ

ト、ストレートパンツ、半袖シャツ、クォーターパンツといったもので決定をしたところ

でございます。

ご報告は以上でございます。

入野教育長

ただいまの報告につきましてご発言がありましたら、お願いいたします。

田中委員

この校歌の尾崎亜美氏は、シンガーソングライターの尾崎亜美さんなのですか。

学校再編・地域連携担当課長

そのとおりでございます。これまで杏里さんの曲の「オリビアを聴きながら」ですとか、

それから松田聖子さんの「天使のウィンク」など、そうした歌謡曲やＪポップなどで活躍
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をされておられるシンガーソングライターでございます。

田中委員

中野区に関係がある方なのですか。

学校再編・地域連携担当課長

直接地域的なつながりというよりは、この統合委員会の関係者の方が、尾崎亜美さんと

つながりのある、縁のある方がいらっしゃいまして、その方のご紹介でご推薦をいただい

たものでございます。

入野教育長

ほかにありますでしょうか。よろしいでしょうか。

それでは、本報告は終了いたします。

続いて、事務局報告の３番目「中野東図書館施設・運営の概要について」の報告をお願

いいたします。

子ども・教育政策課長

それでは、中野東図書館施設・運営の概要につきまして、お手元の資料によりましてご

報告をさせていただきます。

施設の概要でございます。所在地は中野区中央一丁目 41 番２号の中野東中学校と複合施

設の中でございます。規模等につきましては、延床面積 3,021 平方メートル、建物の７階、

８階、９階でございます。蔵書数は 17 万冊を予定してございます。閲覧席等につきまして

は 313 席を想定してございます。その内訳といたしまして、閲覧のみの席を 108 席、自習、

ＰＣ利用等が可能な席が 148 席、会議室の中、ミーティングルームなどの席が 57 席という

ことでございまして、今回、中央図書館の閲覧席が 150 席で現在ございますが、その２倍

ほどの規模で閲覧席を確保すること、また、その閲覧席のうち約半分を子どもたちの自習

やＰＣ、タブレット端末等の利用が可能な席と想定をしているところでございます。

開館時間、それから開館日等については記載のとおりでございます。現在の中央図書館

と同等の運営を想定してございます。

開設につきましては、令和４年の２月１日でございます。

次に、運営の基本的な考え方でございます。課題解決支援型図書館として、区民による

様々な課題の発見や解決に向けた深い思索や探究などの主体的な活動を支援し、区民の学

びと自立を支えることを目指す、このことを踏まえまして以下を重点として運営を行って

いきたいと考えてございます。
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まず一つ目が、子ども・子育て支援、ビジネス・コミュニティ支援をテーマとして相談、

案内、事業展開を実施するというものでございます。

二つ目が、図書資料の収集につきましては、ノンフィクションに重点を置いていく考え

でございます。

三つ目としまして、閲覧スペースについては、児童・生徒等の学習やパソコン等の利用

など多様な利用を推進していくというものでございます。

四つ目といたしまして、利用者の特性に配慮し、子どもたちの会話や乳幼児親子の読み

聞かせ、簡易な打ち合わせなどができるゾーニングや運用を工夫するものでございます。

それから五つ目としまして、自動貸出機、自動返却機、予約室等の整備によりまして、

図書館員と対面しないセルフサービス型の対応の機能を確保することで利便性の向上を

図っていくものでございます。

次のページをお開きください。

各階の構成でございます。まず１階がエントランスでございまして、そこに自動返却機

を設置いたします。これは 24 時間いつでも返却できるというものでございます。そして、

７階子どものフロアでございます。レイアウト図につきましては４ページにございますの

で、併せてご参照いただければと思います。

児童図書の書架、閲覧コーナーでございます。蔵書数約４万冊を想定してございます。

閲覧席は 67 席でございます。特に乳幼児親子や児童・生徒の利用を想定してございます。

また、おはなし室を設置いたしまして、おはなし会などの事業を実施する場所として考

えてございます。このほか授乳室やラウンジ、ラウンジにつきましては飲食が可能になる

スペースでございます。

それから、グループ室としましてグループ学習などができるものでございます。

それから、予約室、これは予約した図書の受け取りを行う場所というところでございま

す。このほか自動貸出機、返却機等を設置いたします。

次に、８階でございます。一般のサービスフロアでございます。一般図書書架、閲覧コー

ナーといたしまして、約６万冊の蔵書と閲覧席数 126 席を予定してございます。

特別展示コーナーといたしまして、現在中野東中学校内に設置してございます「芹沢光

治良文庫」の資料を移転いたしまして、展示を予定してございます。

それから、ブラウジングコーナー、ラウンジにおきましては、新聞、雑誌等を配架いた

します。
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それから、吹抜けが今回、７階、８階、９階の中央部に設置いたしまして、その壁面に

書架の設置を予定してございます。それから、対面朗読室、これは視覚障害のある方に向

けた朗読サービスの場所でございます。

このほか地図の資料コーナー等を予定してございます。

それから、９階はビジネス・コミュニティフロアでございます。コワーキングスペース

といたしまして、座席を 63 席予定してございます。この場所につきましては、簡易な打ち

合わせであるとか、あるいはプレゼンテーションを行うといった形を想定してございます。

また、ミーティングルームといたしまして、６席を２部屋、団体やグループ利用というこ

とで予定してございます。

またオンラインデータベースコーナーを備えまして、ビジネスに関する情報収集などが

できるような設備を整える予定でございます。

ご報告は以上でございます。

入野教育長

ただいまの報告につきまして、質問、ご発言がありましたらお願いいたします。

渡邉委員

ご説明ありがとうございます。中野東図書館におきましては、区民の方も非常に関心が

高い事項だと感じております。私たちも図書館を教育委員会が扱う事案として、いろいろ

とこれまでも検討してきたわけですけれども、やはり図書館というものは、これは私個人

の考え方もあるのですけれども、前も言ったのですけど、図書館の最高峰はニューヨーク

公共図書館だったとしたら、そんな図書館をここで実現することは当然できません。中野

区の規模で、区民の活動の中で、その図書館の役割を考えれば、かなりベストなものがつ

くれているのではないかなと思っています。

スペース的な問題も広ければ広いに超したことはないですけれども、全てのものの中に

は制限が加わるわけで、この制限の中でいかにすばらしいものを展開していくかというこ

とですから、箱の、ビルの大きさを変えろというわけにはいかないと思うのですけれども、

ここにとったスペースをいかに有効に使っていくか、そして、どのようにしていくか。で

すから、そうした意味では、間仕切りについてはまだ１年ありますので、スペースの広さ、

その他等については今後さらに検討等は必要だと思います。

ただ、コンセプト自身は、ただたくさん盛り込んでいくということではなくて、これま

でずっと考えてみんなで検討してきたコンセプトで非常にいいのではないかと。そのコン
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セプトをいかに実現するためにいろいろなスペース等の工夫を今後していくのかなと思っ

ております。

平面図だけではイメージというのは少しわかりにくいのですけれども、簡易的な立体図

も少し見せていただいて、そうすると、非常にすばらしいものができ上がっています。あ

とは、専門家のお話を十分取り入れて工夫してやっていくことかなと感じました。

この概要で言葉足らずのところは若干あるかもしれないのですけれども、かなりよいも

のが実現されているのだろうと思っておりますので、本当にご苦労さまでしたと言いたい

ところです。

以上です。

田中委員

説明ありがとうございました。基本的な考え方のところで、子ども・子育て支援とビジ

ネス・コミュニティ支援というのが二つの大きな柱になっていますけれども、７階が子ど

も・子育て支援で９階がビジネス・コミュニティ支援ということですけれども、でも、８

階に、ここには出ていないですけれども、しっかり一般の方のサービス用のフロアが確保

されていて、いろいろ工夫もされていて大変いいかなと思いました。

あともう一つは、当初、近くにビジネスビルが３棟建っていることもあって、ビジネス・

コミュニティ支援というのを大きな柱にするという話が当初あったと思いますけれども、

この施設はこれですばらしいものだと思いますけれども、その中で実際にこのビジネス・

コミュニティ支援をしていく手だてというか、何かそういったものが既に構想としてあれ

ば、教えていただければと思います。

子ども・教育政策課長

ビジネス・コミュニティフロアの機能といたしましては、先ほども紹介いたしましたが、

オンラインデータベースということで、なかなか一般の方には情報の入手が難しいビジネ

ス関係のデータが入手できるような仕組みでありますとか、それから、打ち合わせなどが

できるコワーキングスペースとプレゼンテーションコーナーを設置することによりまして、

社会人、ビジネス関係の方々にそうした活用をしていただくと。また、そうしたことにつ

いて図書館の職員も情報提供などを行っていくということで、そうしたビジネスや社会人

の方のニーズに応えていきたいと考えてございます。

田中委員

そういったことのほかに、当初何かビジネスマンが集まることで、ここの場で何か新し
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いビジネスが創出されたり、そういったことを区として支援していくということが話の中

に出てきていたと思うのですけれども、その辺は、まだそこまでは具体的なことはないの

でしょうか。

子ども・教育政策課長

図書館としてそうしたビジネス情報の共有であったり、あるいは、そうした実際に各事

業者、起業者の方が、何かそうしたＰＲとか意見交換とか、プレゼンテーションなどを行っ

ていくことにつきまして、今後、ここの運用を実際に行いますのは指定管理者になります

ので、指定管理者とそうしたことについて具体的な事業展開を今後していく予定でござい

ます。

渡邉委員

指定管理者が管理するということで、体育館などでもそうなのですけれども、今回、す

ばらしい図書館ができ上がる、この図書館自身は箱ですから、今度はそれをいかに活用す

るかという、そこが最大の目的になると思います。いろいろなスペースをつくって、そう

いったスペースをどういうふうにするか。これまで区民の方からいろいろと意見をいただ

いたものを実現できるように、今度は箱のデザインだけではなくて、あと１年の間にそれ

をどういうふうに展開するかということを十分話し合って、そして、より活用しやすい図

書館にしていただきたいと思います。

本を置いた、勝手に読めというのではなくて、そういったコミュニティとして活躍でき

る場として活用できるような施策を、そこに重点を置いて今後は話し合っていただきたい

なと思っています。これは要望ですので、お答えいただかなくて結構です。

入野教育長

よろしいでしょうか。

それでは、ご発言がございませんので、本報告は終了したいと思います。

続いて、事務局報告の４番目「（仮称）中野区いじめ防止等対策推進条例案に盛り込む

べき主な事項について」の報告をお願いいたします。

指導室長

（仮称）中野区いじめ防止等対策推進条例案に盛り込むべき主な内容について、補足説

明させていただきます。

現在、教育委員会事務局ではいじめ対策等の条例化を進めているところであり、去る９

月 25 日の委員会では、この条例の考え方についてご報告させていただいたところでありま
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す。その考え方につきまして、今月上旬に３回の意見交換会、及びメールによる意見提出

を実施し、延べ 19 名の方からご意見をいただきました。

今回はそこで出されました主な意見と質疑の概要をご報告いたします。

それでは、別添１の資料をご覧ください。

１「全般的な事項に関するもの」といたしましては、No.２でいじめの定義を明確にすべ

きとのご意見をいただきました。これにつきましては、いじめ防止対策推進法や都の条例

同様に明記していくとお答えしました。

No.３では、なぜあえて条例をつくるのかというご意見をいただきました。これにつきま

しては、いじめが多様化、複雑化している現状に対して、学校だけでなく区民や関係機関

などが連携し、社会全体の問題として対応していく必要があり、この条例を制定すること

によって、それぞれの責務を明らかにするとともに、区としての思いや決意を区内外に明

らかにすることが大切であると考えたためとご回答いたしました。

そのほか、この条例を実効性のあるものにするための取組や区民への周知をしっかり

行ってほしいとのご意見をいただき、この条例を受けていじめ防止基本方針には具体的な

取組内容を定め推進していくとともに、周知方法については工夫していくと回答いたしま

した。

２「基本理念」につきましては、No.１で、保護者、区民との連携の在り方、Ｎｏ．２で

児童等の主体的行動についてのご質問がありました。保護者、区民等との連携の在り方に

ついては、基本理念や学校の責務に明記するとともに、主体的行動とは、いじめ問題を自

分事として関わり行動していくことである、と具体的な例を挙げてご回答いたしました。

No.３では多様な個人の尊重を基本理念に示してほしいというご意見をいただき、それに

つきましては条例の基本理念に示していく予定であるとご回答いたしました。

No.４では、「子どもの権利条約」について触れてほしいとのご意見をいただき、子ども

の権利条約の趣旨や目指すものとは深い関連があると認識しながらも、あらゆる子どもの

人権を広く包括的に取り上げている子どもの権利条約に対し、この条例はいじめ防止対策

推進法を参酌していじめ防止に特化して対応するものであり、いじめ防止対策推進法や都

の条例同様、条例の中に取り立てて子どもの権利条約を取り上げることはしないとご回答

いたしました。

３、区、学校及び学校の教職員、保護者等、区民等、関係機関等の責務につきましては、

No.２で責務の中に児童や生徒の責務も含めるべきとのご意見をいただきました。本条例は
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区や学校など、児童等を取り巻く様々な立場の責務を中心にまとめていますが、基本理念

において児童等がいじめ防止等に主体的に行動できるようにすることなどを示していると

ご回答いたしました。

このほか、No.１では、関係機関等との関わり方を、No.３や５では、具体的な取組を尋

ねられましたので、記載のとおり具体的な例を挙げてご回答いたしました。また、No.４で

は、いじめ防止に関連した教員の人員確保、No.６では、日常ストレスにさらされている保

護者への支援を要望されましたが、直接条例に関わることではないので、他の場面で対応

するとご回答いたしました。

４、いじめの防止等のための対策を実効的に行うための組織等につきましては、Ｎｏ．

１で「（仮称）中野区いじめ問題対策連絡協議会」と「（仮称）中野区教育委員会いじめ

問題対策委員会」の違いを尋ねられましたので、連絡協議会が実際に児童等に関わる関係

者が情報連携などを図るための組織であるのに対し、対策委員会は区の取組等に対して各

方面の専門家が専門的な見地から意見を述べていただくための組織であるとご回答いたし

ました。

また、No.２で重大事態への対処を行う組織が二つあることと総合教育会議との関係性を

問われました。重大事態に関する調査の透明性や公平性を保障するため、教育委員会の調

査結果を区長に報告するとともに、区長がそれは不十分と考える場合は再調査を行うため

であると回答いたしました。

また、二つの組織はあくまでも調査を行うための組織であり、区長と教育委員会が教育

行政の大綱や重点的に講ずべき施策等について協議・調整を行う総合教育会議とは性質が

異なるとお答えいたしました。

５、その他の意見・要望につきましては、No.１で区のいじめの状況や課題などを条例に

盛り込んでほしいとのご要望がありましたが、それは年２回教育委員会等に別途報告して

いるとご回答いたしました。

その他につきましては、直接本条例に関係あるものではございませんでしたが、別紙の

とおりご回答させていただきましたので、ご覧ください。

なお、こうした意見、質問、要望につきましては、内容の重なるものにつきましてまと

めて記載させていただいております。

資料の最初にお戻りください。

４にありますとおり、今後 12 月 20 日から１月 12 日までパブリック・コメントを実施し、
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５にありますとおり、１月に議会に報告した後、区議会第１回定例会にて条例案を提出し

ていく予定でございます。

ご報告は以上でございます。

入野教育長

ただいまの報告につきましてご発言がありましたら、お願いいたします。

渡邉委員

これまでこの件につきましては長い時間をかけていろいろとやってきて、そして、区民

からいただいた意見には一つ一つきちんとお答えできるような内容にはなっていると感じ

ております。

私の中でも、いじめ対策ということでは、専門家ではないですが、いろいろと関わって

きた中で感じることは、学校で人権感覚を生徒たちに教えるというのではなくて、やはり

これは教員も、そして保護者の方もみんながそういった感覚を共有することによって初め

て実現するのだろうなと考えます。この一つの意見の中に、やはりそういった研修会等を

開いても、学校の保護者などの参加が意外に少ないと。やはりそういったところから私た

ちの努力が少し足りないのかなと。ご家庭の方というか保護者の方々がいろいろと参加で

きるような機会をさらにつくって頑張っていきたいなと感じております。

田中委員

非常に貴重な意見をたくさんいただいて大変ありがたいなと今、伺っていて思いました。

一つ、前に話が出たのかもしれないのですけれども、基本理念のことについての意見・質

問・要望の２番に、児童等の主体的な行動に関するところで、区の見解・回答のところの

後半に、児童等が直接声を上げることができなくてもいじめを通報したり、被害者に寄り

添ったりすることも含んでいるという回答をされているのですけれども、これはこれでと

ても大事なことだと思うのですけど、この「直接声を上げることができなくても」という

ところに対する対応というのも、この主体的な行動の中に含まれていると理解していいの

でしょうか。そこだけ少し確認させてください。

指導室長

そのとおりでございます。主体的行動というと、何か能動的にいじめを止めたりとか注

意したり、そういうことを想像することが多いかと思いますが、誰もがそういう勇気ある

というか、大胆な行動ができることとは限りませんので、例えば、心の中で自分はそうい

うことに加担しないとか、そっと先生にそのことを伝えるとか、そういうことも主体的な
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行動の中の一つと考えたということでございます。

入野教育長

ありがとうございます。

ほかにございますでしょうか。よろしいでしょうか。

それでは、これで本報告は終了いたします。

続いて、事務局報告の５番目「修学旅行の代替事業の追加実施について」の報告をお願

いします。

学校教育課長

修学旅行の代替事業の追加実施につきまして、ご報告いたします。修学旅行の代替事業

につきましては、11 月６日に開催されました教育委員会におきまして、ＶＲを使用した旅

行の疑似体験等を行うということでご報告をさせていただきましたが、日帰り旅行を追加

して実施するということでございます。

１「目的」でございますが、修学旅行の目的は、平素と異なる生活環境にあって見聞を

広め、自然や文化などに親しむとともによりよい人間関係を築くなどの集団生活の在り方

や公衆道徳などについての体験を積むことができるようにするということでございます。

修学旅行の代替事業として実施いたします日帰り旅行の中で、中学校最終学年における

集団への所属感や連帯感を一層深め、よりよい人間関係づくりと学校生活のさらなる充実

を図るということでございます。

２「内容」でございますが、屋外活動や体験等を盛り込んだ都内、及び近隣県への日帰

り旅行といたします。

３「実施方法」でございますが、各学校が民間事業者、旅行会社に依頼するなどをしま

して、独自のプランを決定し、実施します。事業実施に係る費用は教育委員会が上限額を

決めて学校に補助いたします。

４「実施時期」でございますが、令和２年 12 月から令和３年３月まででございます。

５「その他」でございますが、本事業につきましては、ＶＲを使用した旅行の疑似体験

等の経費に追加しまして、令和２年第４回定例会で補正予算を提案する予定でございます。

なお、各学校は新型コロナウイルス感染症の今後の状況に応じて実施の可否を判断する

ものといたします。

報告は以上でございます。

入野教育長
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ただいまの報告につきまして、ご発言がありましたらお願いいたします。

田中委員

追加の実施の計画をありがとうございます。生徒たちにとってもこういった新型コロナ

ウイルス感染症の関係で、実際の修学旅行に行けなかったけどこんな体験をしたよねとい

うのは、すごくいいことだと思うので、ぜひ進めていただけたらと思います。

ひとつ最後に、新型コロナウイルス感染症の今後の状況に応じて各学校が判断するとい

うことがありましたけれども、昨日、今日のことですから、こういった状況がもし続いた

ときに、何か教育委員会として少し指示を出すとかそういうことも何か想定されているの

でしょうか。その辺をお聞きできればと思います。

学校教育課長

各学校に対しましては指導室のほうから、例えば都内のほうに密集して行くようなこと

とか、そういうことはないようにとか、そういった通知を出しているところでございます。

それで、今、想定しておりますのは、バスを使って、例えばですけれども、プチアドベン

チャーゲームといって、近隣のところに行って屋外での活動を楽しんでいただくとか、そ

ういったことを案としては提案させてもらっております。

バスにつきましては、きちんと中の換気がされているということで、安全性は確保され

ているかなとは考えておりますが、あとは、各学校でそのときの感染状況に応じて判断は

していただく必要はあるかなと思っております。

田中委員

ぜひその辺も丁寧な指導をよろしくお願いしたいと思います。

渡邉委員

今、田中委員の言われたことに重なるのですけれども、修学旅行の目的というものをしっ

かり考えていただいて、単に宿泊することが修学旅行の目的ではありませんので、そうい

うことも。そして、一部、本心としてはあるのでしょうけれども、それは思い出づくりの

ためのものではないので、そういったことをしっかりとわきまえていかないといけないな

と思います。

そして、生徒たちを預かる側として何が一番大切なのかということを考えれば、当然、

安全・安心ということも考えなければいけない。あまり無理をして、あるご家庭の方はや

はり不安だから参加できないなんていうケースがあっては決していけないと思いますし、

強行するというよりは、我々中野区教育委員会としては、生徒の安全を第一に考えて、そ
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して、周りの状況を鑑みて適切な形で行っていくという、そういった方針はしっかりと教

育委員会で示していただいて、うちはやりたいとか、うちはやれるとかそういうことでは

なくてですね。

そして、もしその中に感染者がいたりしてその地域に感染を広げるようなことがあって

は、本当にそのあたりの意味をしっかり考えて、学校としても集団としても活動すること

の意味がどの程度あるのかということをよく考えて、やはり中野区の方針としては、ほか

の区はやっているのだとかそういう問題ではなくて、中野区の教育委員会はしっかりとそ

の点は担保するのだと。こんな時期ですからはっきりと打ち出していく必要があるのかな

と、私はそういうふうに思っています。

ほかの区がやったからとか、そういう問題ではなくて、中野区の生徒たちにはやはり安

全、そして、常識ある行動をとっていくということをしっかり教育委員会として、指導室

としてもやっていただきたいなと、これは個人的意見になりますけれども。先ほど言った

ように専門家のお話を聞いていると、これからまだまだ未知なので、やはり油断はならな

いし、何らかのきっかけでとんでもないことが起こり得るということを思っていないと、

起こってからではいけないので、そのあたりは指導室も主導的にこういったこともはっき

りと明確に打ち出していかないといけないのかなと感じております。

以上です。

入野教育長

ほかにございますでしょうか。よろしいでしょうか。

このことにつきましてはご意見がございましたように、その状況をしっかりと見極めて

学校のほうには指導、助言してまいりたいと思います。ありがとうございました。

その他、事務局から口頭での報告はございますでしょうか。

指導室長

それでは、例年ご報告しております令和元年度に発生した都内公立学校における体罰等

の実態把握の結果について口頭にてご報告させていただきます。

この調査は東京都教育委員会が毎年実施し、この時期に前年度の結果を公表していると

ころでございます。

昨年度、都内公立学校では小学校で３件、中学校で 11 件の体罰が報告されております。

なお、本区において体罰は発生しておりません。

報告は以上でございます。
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入野教育長

ただいまの報告につきましてご発言がありましたら、お願いいたします。

よろしいでしょうか。

ございませんので、本報告は終了いたします。引き続きしっかりと取り組んでまいりた

いと思います。

それでは、事務局から次回の開催について報告願いします。

子ども・教育政策課長

次回の開催につきましては、12 月４日金曜日の 10 時から当教育委員会室にて予定して

ございます。

入野教育長

以上で本日の日程は全て終了いたしました。

本日はこれをもちまして教育委員会第 32 回定例会を閉じます。

ありがとうございました。

午前 11 時 12 分閉会


